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传伡
国
と
し
て
特
に
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
予
算
の
配
分
時
に

国
の
政
策
と
配
分
と
の
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
国
と
し

て
の
配
分
の
考
え
方
を
例
示
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。

(

３)

踏
切
道
の
改
良
促
進
等
に

つ
い
て

踏
切
道
等
に
つ
い
て
、
地
域

と
連
携
し
た
幅
広
い
対
策
を
促

進
し
、
安
全
性
及
び
円
滑
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
踏
切
道
改

良
促
進
法
等
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
の
法
案
を
提

出
す
る
。

(

２)

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
等
に
つ
い
て

◇
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
事

前
防
災
・
減
災
対
策
、
老
朽
化

対
策
、
生
活
空
間
の
安
全
確
保

に
対
す
る
集
中
的
支
援
（
防
災

・
安
全
交
付
金
）

国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

イ
ン
フ
ラ
再
構
築
、
生
活
空
間

の
安
全
確
保
に
資
す
る
事
業
に

特
化
し
た
防
災
・
安
全
交
付
金

に
よ
り
、
以
下
の
取
組
に
対
し

て
、
重
点
的
に
支
援
を
実
施
す

る
。

○
維
持
修
繕
に
関
す
る
省
令
・

告
示
の
規
定
に
基
づ
く
定
期
点

検
・
診
断
、
修
繕
・
更
新
等
の

イ
ン
フ
ラ
長
寿
命
化
計
画
を
踏

ま
え
た
老
朽
化
対
策

○
通
学
路
等
の
生
活
空
間
に
お

け
る
安
全
・
安
心
の
確
保

・
歩
行
空
間
の
確
保
等
の
通
学

路
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

・
緊
急
輸
送
道
路
に
お
け
る
無

電
柱
化

・
踏
切
道
の
拡
幅
等
の
踏
切
に

お
け
る
事
故
対
策

・
鉄
道
と
の
結
節
点
に
お
け
る

自
由
通
路
等
の
歩
行
空
間
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等

◇
競
争
力
強
化
の
た
め
の
社
会

資
本
の
総
合
的
整
備
（
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
）

民
間
投
資
・
需
要
を
喚
起
す

る
道
路
整
備
に
よ
り
、
ス
ト
ッ

ク
効
果
を
高
め
、
活
力
あ
る
地

域
の
形
成
を
支
援
す
る
た
め
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

よ
り
、
以
下
の
取
組
に
対
し
て

重
点
的
に
支
援
を
実
施
す
る
。

○
ス
ト
ッ
ク
効
果
を
高
め
る
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備

・
港
湾
・
空
港
・
Ｉ
Ｃ
等
の
整

備
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
を
通
じ
た
物

流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

・
工
業
団
地
の
造
成
等
の
民
間

投
資
と
連
携
し
て
行
わ
れ
る
ア

ク
セ
ス
道
路
の
整
備
を
通
じ
た

成
長
基
盤
の
強
化

○
地
域
の
拠
点
と
し
て
選
定
さ

れ
た
重
点
「
道
の
駅
」
の
機
能

強
化
等

ッ
ク
に
つ
い
て
、
着
実
な
点
検

お
よ
び
措
置
等
を
適
切
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
道
路
の
防
災

・
震
災
対
策
や
、
代
替
性
の
確

保
の
た
め
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
、
無
電
柱
化
等
を
推

進
す
る
。
ま
た
、
通
学
路
の
事

故
対
策
や
踏
切
対
策
な
ど
暮
ら

し
の
安
全
に
資
す
る
事
業
を
推

進
す
る

○
地
方
の
成
長
を
促
し
、
人
口

減
少
を
克
服
す
る
た
め
、
「
コ

ン
パ
ク
ト
＋
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
考
え
方
に
基
づ
き
、
道
の
駅

等
の
活
用
に
よ
る
拠
点
の
形
成

及
び
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
連
携
強
化
を
推
進
す
る
。
ま

た
、
観
光
や
地
域
振
興
に
資
す

る
た
め
の
道
路
空
間
の
有
効
活

用
を
図
る

○
国
際
的
な
都
市
間
競
争
が
激

化
す
る
中
、
我
が
国
の
成
長
力

を
確
保
す
る
た
め
、
三
大
都
市

圏
環
状
道
路
の
整
備
や
交
通
モ

ー
ド
間
の
接
続
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
環
状
道
路
整
備
に
合

わ
せ
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
料
金
体

系
の
導
入
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
賢
く
使
う
取
組
や
、
民
間
投

資
の
拡
大
等
の
ス
ト
ッ
ク
効
果

を
高
め
る
取
組
を
推
進
す
る

○
事
業
の
実
施
に
際
し
て
は
、

コ
ス
ト
の
徹
底
し
た
縮
減
や
事

業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
た
め

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
を
進
め

る
と
と
も
に
、
既
存
ス
ト
ッ
ク

の
有
効
活
用
や
官
民
連
携
の
推

進
に
積
極
的
に
取
り
組
む

【
決
定
概
要
】

(

１)

新
規
制
度
に
つ
い
て

◇
地
域
高
規
格
道
路
Ｉ
Ｃ
ア
ク

セ
ス
道
路
補
助
制
度
の
創
設

地
域
高
規
格
道
路
の
整
備
と

併
せ
て
行
わ
れ
る
、
地
方
公
共

団
体
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
に
対
し
、
機

動
的
な
配
分
や
集
中
的
な
支
援

を
行
う
た
め
、
従
前
の
地
域
高

規
格
道
路
に
加
え
、
地
域
高
規

格
道
路
の
Ｉ
Ｃ
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
の
整
備
を
支
援
す
る
新
た

な
個
別
補
助
制
度
を
創
設
す

る
。

心
を
含
め
た
生
活
の
質
の
向
上

な
ど
「
ス
ト
ッ
ク
効
果
の
重

視
」

の
観
点
に
留
意
し
取
り
組
む
。

○
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾

有
の
大
災
害
を
踏
ま
え
、
平
成

28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で

の
復
興
・
創
生
期
間
に
お
け
る

新
た
な
枠
組
み
に
基
づ
き
、
復

興
道
路
・
復
興
支
援
道
路
の
緊

急
整
備
を
始
め
と
す
る
被
災
地

域
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
全
力

で
取
り
組
む

○
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
老
朽
化
す
る
道
路
ス
ト

【
基
本
方
針
】

平
成
28
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
加
速
」
、
「
国
民
の
安
全

・
安
心
の
確
保
」
、
「
豊
か
で

利
便
性
の
高
い
地
域
社
会
の
実

現
」
及
び
「
日
本
経
済
の
再

生
」
の
４
分
野
に
重
点
化
を
図

る
。ま

た
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
対

応
し
た
施
策
を
進
め
る
に
あ
た

っ
て
は
、

道
路
の
機
能
を
最
大
限
発
揮

す
る
た
め
「
賢
く
使
う
」

生
産
性
の
向
上
や
安
全
・
安

ど
約
２
２
０
名
が
参
加
し
た
。

説
明
会
の
冒
頭
、
横
尾
俊
彦

全
国
道
路
利
用
者
会
議
常
任
理

事
（
佐
賀
県
多
久
市
長
）
が
挨

拶
を
行
っ
た
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
道
路

局
の
中
原
淳
総
務
課
長
、
菊
地

春
海
環
境
安
全
課
長
か
ら
道
路

関
係
予
算
概
要
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
質
疑
が

行
わ
れ
た
。

去
る
１
月
28
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
ル
ポ
ー
ル
麹
町
に
於

い
て
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議

と
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

全
国
協
議
会
の
共
催
に
よ
る

「
平
成
28
年
度
道
路
関
係
予
算

決
定
概
要
説
明
会
」
を
開
催
し

た
。
地
方
会
議
会
員
、
特
別
会

員
、
道
路
ユ
ー
ザ
ー
関
係
者
な

国
土
交
通
省
は
１
月
21
日
に
、
平
成
28
年
度
国
土
交
通
省
関
係
予
算
概
要
を
発
表
し
た
。

道
路
関
係
予
算
概
要
は
、
事
業
費
３
兆
７
，
７
８
４
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
02
）
、
国
費

１
兆
６
，
６
３
７
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
00
）
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
別
で
は
、
直
轄
事
業
の
事
業
費
が
１
兆
５
，
６
３
２
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・

00
）
、
国
費
１
兆
５
，
６
３
２
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
00
）
、
補
助
事
業
の
事
業
費
が
１
，

２
６
４
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
12
）
、
国
費
７
５
３
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
10
）
、
有
料

道
路
事
業
等
の
事
業
費
が
２
兆
０
，
８
８
８
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
02
）
、
国
費
２
５
２
億

円
（
対
前
年
度
比
１
・
12
）
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
に
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
国
費
８
，
９
８
３
億
円
）
、
防
災
・
安
全
交
付

金
（
国
費
１
１
，
０
０
２
億
円
）
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
（
国
費

２
，
３
７
６
億
円
）
が
あ
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
対
策
事
業
と
し
て
社
会
資
本
総
合
交
付
金
（
国

費
１
，
０
５
４
億
円
）
が
あ
る
。
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